
Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：工藤 稔）は、全国の中小企業経営者を対象と
した毎月のアンケート調査 ｢大同生命サーベイ｣ を実施しています。(１２月度回答企業数：11,100社)

２０２１年１月１９日

各 位
大同生命保険株式会社
代表取締役社長 工藤 稔

2020年の振り返りで中⼩企業の経営環境は「悪かった」が半数以上を占める
〜 2016年の調査開始以降で初めて「悪かった」が「良かった」を上回る結果に 〜

2020年を振り返り、経営環境が｢良かった｣と回答した企業の割合は13％に留まる⼀⽅で、｢悪かった｣
は54％となり、調査開始(2016年)以降、初めて｢悪かった｣が｢良かった｣を上回る結果になりました。
業種別でみると、｢悪かった｣は新型コロナウイルス感染拡⼤による影響の⼤きい｢宿泊・飲⾷サービス

業｣(80％) ｢⽣活関連サービス業、娯楽業｣(68％)で特に多くなりました。

【お問合せ先】 広報課（kouhou@daido-life.co.jp）
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＜経営環境ＤＩ※(業種別)の推移＞ ※1年間の経営環境の振り返り（印象）を指数化したもの。
｢良い年だった｣と回答した割合から｢悪い年だった｣と回答した割合を差引いた値。

全体

製造業

建設業

卸・小売業
サービス業

2020年
経営環境ＤＩ

全体 10,865 ▲40.7
製造業 2,081 ▲54.5 

建設業 2,264 ▲19.3 
卸・小売業 2,388 ▲48.2 

サービス業 ※以下、一部抜粋 3,698 ▲42.2 

情報通信業 243 ▲34.2 

運輸業 387 ▲54.0 

不動産・物品賃貸業 719 ▲29.5 

宿泊・飲食サービス業 294 ▲71.4 

医療・福祉業 281 ▲34.9 

教育・学習支援業 61 ▲23.0 

生活関連サービス業、娯楽業 314 ▲59.9 

学術研究、専門・技術 サービス業 335 ▲25.7 
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中⼩企業経営者アンケート｢⼤同⽣命サーベイ｣２０２０年１２⽉度調査



＜調査概要(2020年12月度)＞

調査期間 ： 2020年12月1日(火) ～ 12月25日(金)
調査対象 ： 企業経営者(約6割が当社ご契約企業)
調査エリア ： 全国
調査方法 ： 当社営業職員が訪問、電話、郵送、メールでの調査(回答企業数：11,100社)

＜大同生命サーベイについて＞

｢大同生命サーベイ｣は、当社営業職員が経営者のみなさまを訪問し、｢景況感｣や｢経営課題
の解決に向けたお取組み｣等に関する“生の声”をお聞きする調査として、2015年10月より全国
で実施しています。

〔参考：個別テーマ（直近1年分）〕

➢ ｢大同生命サーベイ｣のバックナンバーを、大同生命Ｗｅｂサイトでご覧いただけます。

https://www.daido-life.co.jp/knowledge/survey/

※｢大同生命サーベイ｣で検索ください。

2020年 12月 2020年の振り返りと2021年への期待、情報セキュリティ対策

11月 健康経営の取組み状況

10月 コロナ禍における人材確保・人材育成

9月 事業承継と後継者育成

8月 自然災害・新型コロナウイルス等の感染症への備え

7月 ウィズ・コロナ時代の新しい取り組み

6月 新型コロナウイルスによる資金繰りへの影響

5月 中小企業の在宅勤務（テレワーク）実施状況

4月 新型コロナウイルスによる事業への影響

3月 (新型コロナウイルスの影響を踏まえ調査を中止しました)

2月 補助金・助成金の活用実態

1月 販路開拓へ向けた取り組み

https://www.daido-life.co.jp/knowledge/survey/


中小企業経営者アンケート

｢大同生命サーベイ｣

月次レポート

大同生命WEBサイト

｢大同生命サーベイ｣

12月度 [調査テーマ]

2020年の振り返りと2021年への期待、情報セキュリティ対策2020
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➢調査期間 ： 2020年12月1日(火)～12月25日(金) 

➢調査対象 ： 全国企業経営者(うち約6割が当社ご契約企業)

➢調査方法 ： 当社営業職員による訪問、電話、郵送、メールでの調査

➢回答企業数 ： 11,100 社

➢調査内容 ： Ⅰ．景況感 Ⅱ．2020年の振り返りと2021年への期待、情報セキュリティ対策

全体
(占率)

北海道 東北
北関東

※
南関東

※
北陸・
甲信越

東海
関西

※
中国 四国

九州・

沖縄

合計 11,100 (100.0) 398 743 1,079 2,421 931 1,107 2,147 855 351 1,068

製造業 2,118 (19.1) 34 88 224 398 242 301 497 142 61 131

建設業 2,309 (20.8) 95 231 249 403 209 222 346 220 71 263

卸・小売業 2,442 (22.0) 67 161 215 498 215 218 553 166 91 258

サービス業 3,774 (34.0) 175 228 370 1,020 228 316 688 277 109 363

その他 355 (3.2) 18 31 19 85 29 31 54 31 18 39

無回答 102 (0.9) 9 4 2 17 8 19 9 19 1 14

創業年数 企業数 (占率)

10年未満 1,266 (11.4)

10～30年未満 2,704 (24.4)

30～50年未満 3,294 (29.7)

50～100年未満 3,180 (28.6)

100年以上 407 (3.7)

無回答 249 (2.2)

年齢 企業数 (占率)

40歳未満 590 (5.3)

40歳代 2,315 (20.9)

50歳代 3,193 (28.8)

60歳代 2,856 (25.7)

70歳以上 2,005 (18.1)

無回答 141 (1.3)

※当資料で表示する回答率(％)等は、
小数点第１位(回答企業の属性の占
率および景況感は小数点第２位)を
四捨五入した値を使用しています。

※特に記載がない場合、｢無回答｣を除
いた集計をしています。

－ ご利用にあたって －

・本資料は、｢大同生命サーベイ｣の調査結果の開示を目的としており、当社の統一的な見解を示すものではありません。
・本資料は著作物であり、著作権法に基づき保護されています。引用する際は、｢出所：大同生命サーベイ(発行時期)｣と明記ください。
・本資料に基づくお客さまの決定、行為、およびその結果について、当社は一切の責任を負いません。

・本資料は、生命保険契約の募集を目的としたものではありません。

＜回答企業の属性＞

地域

業種

※北関東：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県
※南関東：千葉県、東京都、神奈川県
※関西 ：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
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全体
(占率)

北海道 東北
北関東

※
南関東

※
北陸・
甲信越

東海
関西

※
中国 四国

九州・

沖縄

5人以下 5,263 (47.4) 175 323 561 1,336 402 473 937 396 167 493

6～10人 2,096 (18.9) 73 151 204 401 193 211 433 158 56 216

11～20人 1,575 (14.2) 61 113 142 314 130 160 335 105 53 162

21人以上 2,043 (18.4) 78 152 168 347 195 232 432 182 74 183

無回答 123 (1.1) 11 4 4 23 11 31 10 14 1 14

地域

性別 企業数 (占率)

男性 10,165 (91.6)

女性 845 (7.6)

無回答 90 (0.8)

【調査概要・回答企業に関するデータ 】

従業員規模
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ー 調査結果のポイント ―

2

2020年の経営環境の振り返り
2020年の経営環境を振り返り、どのような１年だったかお聞きしました。［調査期間:12⽉1⽇〜12⽉25⽇］
※上記に加え、2021年への期待や情報セキュリティ対策についても調査していますが、結果はＰ7以降をご覧ください。

2020年を振り返り、経営環境が｢良かった｣と回答した企業の割合は13％に留まる⼀⽅、｢悪かった｣
は54％となり、調査開始(2016年)以降、初めて｢悪かった｣が｢良かった｣を上回る結果となりました。

業種別でみると、｢悪かった｣は新型コロナウイルス感染拡⼤による影響の⼤きい｢宿泊・飲⾷サービ
ス業｣(80％) ｢⽣活関連サービス業、娯楽業｣(68％)で特に多くなりました。
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2020年
経営環境ＤＩ

全体 10,865 ▲40.7

製造業 2,081 ▲54.5 

建設業 2,264 ▲19.3 

卸・小売業 2,388 ▲48.2 

サービス業 ※以下、一部抜粋 3,698 ▲42.2 

情報通信業 243 ▲34.2 

運輸業 387 ▲54.0 

不動産・物品賃貸業 719 ▲29.5 

宿泊・飲食サービス業 294 ▲71.4 

医療・福祉業 281 ▲34.9 

教育・学習支援業 61 ▲23.0 

生活関連サービス業、娯楽業 314 ▲59.9 

学術研究、専門・技術 サービス業 335 ▲25.7 
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＜経営環境(業種別)＞

※1年間の経営環境の振り返り(印象)を指数化したもの。
｢良い年だった｣と回答した割合から｢悪い年だった｣と回答した割合を差引いた値。

＜経営環境ＤＩ※(業種別)の推移＞
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• ｢現在の業況｣は、｢悪い｣が42％ (前⽉⽐+1.0pt)となり、業況ＤＩは▲32.5pt (前⽉⽐+0.2pt)と横ばいで推移
しました。

• ｢将来の⾒通し｣(将来ＤＩ)は▲2.8pt (前⽉⽐▲1.0pt)と悪化し、｢売上⾼｣｢利益｣｢資⾦繰り｣についても、
それぞれ悪化しました。

(１) 各種DI(業況・売上・利益・資⾦繰り)

Ⅰ．景況感

3

売上高 利益 資金繰り

(％)

【DIの推移】現在の業況と将来の⾒通し

将来ＤＩ(1年後の業況)

業況ＤＩ(現在の業況)

(pt)

現 在 の 業 況 将 来 の 見 通 し

※2020年3⽉は新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を踏まえ調査を中⽌しました。

※ ＤＩとは、Diffusion Index (ディフュージョン・インデックス) の略で、好転(増加・上昇・過剰)したとする回答割合から、悪化
(減少・低下・不足)したとする回答割合を差し引いた値。好転と悪化の割合が等しい場合、0となる。

ＤＩ ＝ (増加・好転・過剰などの回答割合) － (減少・悪化・不足などの回答割合)

調査月 将来DI 前月比

10月
(n=13,621) ▲ 2.3pt －

11月
(n=11,158) ▲ 1.8pt ＋0.5pt

12月
(n=10,427) ▲ 2.8pt ▲1.0pt

(％)(％)

調査月 売上高DI 前月比

2020年10月 ▲16.8pt －

11月 ▲14.6pt ＋2.2pt

12月 ▲17.7pt ▲3.1pt

調査月 資金繰りDI 前月比

2020年10月 ▲ 7.5pt －

11月 ▲ 6.7pt ＋0.8pt

12月 ▲ 7.4pt ▲0.7pt

調査月 利益DI 前月比

2020年10月 ▲18.4pt －

11月 ▲16.0pt ＋2.4pt

12月 ▲18.4pt ▲2.4pt
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調査月 業況DI 前月比

10月
(n=13,787) ▲35.7pt －

11月
(n=11,243) ▲32.7pt +3.0pt

12月
(n=10,505) ▲32.5pt +0.2pt
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業種 回答件数 業況DI 前月比

製造業
2,226 ▲49.4 －

2,027 ▲46.6 ＋2.8

建設業
2,388 ▲10.2 －

2,172 ▲11.6 ▲1.4

卸・小売業
2,457 ▲43.2 －

2,319 ▲42.9 ＋0.3

卸売業
1,130 ▲44.2 －

1,068 ▲38.2 ＋6.0

小売業
1,327 ▲42.4 －

1,251 ▲46.9 ▲4.5

サービス業
3,734 ▲30.7 －

3,600 ▲31.2 ▲0.5

情報通信業
242 ▲26.0 －

231 ▲15.6 +10.4

運輸業
423 ▲40.7 －

381 ▲42.3 ▲1.6

不動産・物品賃貸業
679 ▲21.1 －

704 ▲19.7 ＋1.4

宿泊・飲食サービス業
309 ▲63.1 －

287 ▲68.6 ▲5.5

医療・福祉業
297 ▲17.2 －

276 ▲21.0 ▲3.8

教育・学習支援業
65 ▲33.8 －

58 ▲24.1 +9.7

生活関連サービス業、娯楽業
318 ▲45.3 －

303 ▲50.5 ▲5.2

学術研究、専門・技術サービス業
320 ▲13.1 －

327 ▲13.1 ±0.0

その他サービス業
1,081 ▲29.2 －

1,033 ▲31.2 ▲2.0
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(２)業種別 業況DI

• 業種別の業況DIは、｢建設業｣が▲11.6ptと最も⾼くなりました。前⽉⽐で最も業況が改善したのは
｢情報通信業｣(▲15.6pt (前⽉⽐＋10.4pt))となりました。

• ⼀⽅、｢宿泊・飲⾷サービス業｣が▲68.6ptと最も低く、前⽉⽐での悪化も最も⼤きくなりました。
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(％)※上段：2020年11月調査
下段： 12月調査

｢悪い｣全国平均(12月調査)
42pt

｢良い｣全国平均(12月調査) 
9pt
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【DIの推移】業種別の動向
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5人以下 6～20人 21人以上(pt)

• 従業員規模別の業況DIは、｢5⼈以下｣｢21⼈以上｣で前⽉より改善した⼀⽅で、｢6〜20⼈｣では悪化し
ました。
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入
・

原
材
料
価
格

の
変
動

雇
用
環
境
の

変
化

国
際
情
勢

の
変
化

不
動
産
価
格

の
変
動

株
価

の
変
動

金
利

の
変
動

税
制
・会
計

制
度
の
変
更

為
替
相
場

の
変
動

2020.10（n=910） 2020.11（n=828） 2020.12（n=831）

22

11

60

17

7
2 1 1

7

22

2

15

7

13

1 1 0 1 1

23

11

59

17

6
2 1

1 4

22

1

14

6
13

1 0 0 1 1

21

10

61

21

6
2 1 1 4

21

1

13

5
12

1 0 0 1 1

2020.10（n=5,199） 2020.11（n=4,038） 2020.12（n=3,865）

※複数回答
(％)

(４)景況感に影響を与えた要因［前⽉⽐］

• 景況感が｢良い｣と回答した企業のプラスの要因は、｢顧客ニーズの変化｣が36％(前⽉⽐＋3pt)と最も多
くなりました。

• 景況感が｢悪い｣と回答した企業のマイナスの要因は、｢国内景気の変動｣が61％(前⽉⽐＋2pt)と最も多
く、新型コロナウイルス感染拡⼤の社会経済活動への影響がうかがえます。

【
プ
ラ
ス
の
要
因
】

【
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
】

(３)従業員規模別 業況DI

▲27.8

▲17.6

▲47.6

▲18.7
▲27.3

▲ 70

▲ 60

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

2015.10'16.1 '17.1 '18.1 '19.1 '20.1 '20.12

従業員過不足DI 製造業 建設業 卸・小売業 ｻｰﾋﾞｽ業

(５)従業員過不⾜DI
• 従業員過不⾜DIは、全体で▲27.8pt(前⽉⽐▲0.7pt)となりました。全業種で2020年4⽉以降、それ

以前に⽐べ、⼈⼿不⾜感が低い状況が継続しています。

2017年7月より調査開始

人
手
不
足
感

高い

低い

(pt)
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▲24.4

▲44.7

2015
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'20
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'20
12

▲27.9

▲53.7

▲75

▲60

▲45

▲30

▲15

0

15

2015
10

'16
1

'17
1

'18
1

'19
1

'20
1

'20
12

7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況ＤＩ ▲40.9 ▲40.0 ▲37.7 ▲35.7 ▲32.7 ▲32.5

地域内業況ＤＩ(※) ▲63.0 ▲62.9 ▲58.7 ▲56.1 ▲54.3 ▲55.1

＜全国平均＞
(※)回答企業の本社が属する地域内全体の景況感を数値化したもの。

地域別の回答企業数には格差があることから、これを補完するため、
｢業況DI｣(自社の業況)とあわせて表示しています。

(pt)

6

(pt) 北海道 東北

東海北陸・甲信越

九州・沖縄

※(北関東)茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県 (南関東)千葉県、東京都、神奈川県 (関西)滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

業況DI

地域内業況DI

▲34.8

▲55.2
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▲60

▲45

▲30

▲15

0

15

2015
10

'16
1

'17
1

'18
1

'19
1

'20
1

'20
12
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▲60
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▲32.9
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1
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1
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1
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1

'20
12

関西※

四国

南関東※

中国

・｢業況ＤＩ｣は、｢北陸・甲信越｣など4地域で改善した⼀⽅で、その他の6地域で悪化しました。
・｢地域内業況DI(※)｣は、全国平均で▲55.1pt(前⽉⽐▲0.8pt) となりました。

(６)地域別 業況DI

北関東※
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12.9
21.7 19.0

10.6

▲40.7

6.8

21.7
18.4

▲2.1

▲54.5

21.9

30.6 26.1 24.4

▲19.3

2.1 12.3 9.1 ▲1.9

▲48.2

20.5
22.7 22.0

17.2

▲42.2

▲60

▲45

▲30

▲15

0

15

30

45

2016年
(n=4,091)

2017年
(n=3,936)

2018年
(n=3,914)

2019年
(n=7,145)

2020年
(n=10,865)

7

Ｑ１

• 2020年を振り返り、経営環境が｢良かった｣と回答した企業の割合は13％、｢悪かった｣は54％と、
前４ヵ年の調査からいずれも⼤幅に悪化し、調査開始(2016年)以降、初めて｢悪かった｣が｢良かった｣
を上回る結果となりました。

• 業種別でみると、｢悪かった｣は新型コロナウイルス感染拡⼤による影響の⼤きい｢宿泊・飲⾷サービ
ス業｣(80％) ｢⽣活関連サービス業、娯楽業｣(68％)で特に多くなりました。

健康への意識が
向上した

Ⅱ．2020年の振り返りと2021年への期待、情報セキュリティ対策

2020年の経営環境はいかがでしたか

33 

37

36

31

13

48 

48

48

48

33

20 

15

17

21

54

2016.12
（n=4,091）

2017.12
（n=3,936）

2018.12
（n=3,914）

2019.12
（n=7,145）

2020.12
（n=10,865）

良かった ふつう 悪かった

(％)

2020年の経営環境の振り返り

2020年
経営環境ＤＩ

製造業 2,081 ▲54.5 

建設業 2,264 ▲19.3 

卸・小売業 2,388 ▲48.2 

サービス業 ※以下、一部抜粋 3,698 ▲42.2 

情報通信業 243 ▲34.2 

運輸業 387 ▲54.0 

不動産・物品賃貸業 719 ▲29.5 

宿泊・飲食サービス業 294 ▲71.4 

医療・福祉業 281 ▲34.9 

教育・学習支援業 61 ▲23.0 

生活関連サービス業、娯楽業 314 ▲59.9 

学術研究、専門・技術 サービス業 335 ▲25.7 

10

18

12

13

16

9

13

8

17

26

8

18

25

45

28

33

35

28

44

12

32

25

25

39

65

37

60

55

50

63

43

80

52

49

68

43

良かった ふつう 悪かった
回答
件数

＜業種別＞

＜経営環境ＤＩ※(業種別)の推移＞
※1年間の経営環境の振り返り(印象)を指数化したもの。

｢良い年だった｣と回答した割合から｢悪い年だった｣と回答した割合を差引いた値。

全体

製造業

建設業

卸・小売業

サービス業
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29
37

32

17
21

16 5 8

45
41

18 15 15 14 11 5

世界経済
の安定・好転

個人消費
の拡大

人手不足
の解消

公共投資
の拡大

原材料
価格の低下

株価
の上昇

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ消費
の拡大(再開)

賃上げ
の拡大

2019.12(n=6,742) 2020.12(n=10,376)

8

2021年の経済環境に期待することは何ですか

• ｢世界経済の安定・好転｣が45％と最も多く、次いで｢個⼈消費の拡⼤｣が41％となりました。
• 2019年12⽉調査と⽐較すると、｢世界経済の安定・好転｣が増加した⼀⽅で、｢⼈⼿不⾜の解消｣が減

少しており、新型コロナウイルス感染拡⼤による社会経済への影響がうかがえます。

Ｑ２

※複数回答
(％)

(記載省略) ■金利の低下(5％) ■物価の上昇(4％) ■円安の進行(3％) ■円高の進行(3％) ■金利の上昇(2％)

経営者の声

2020年の経営環境の振り返り (⾃由回答)

● 展⽰会・イベントの中⽌により、利益が減少 (北陸・甲信越／建設業)
● コロナ禍の影響により、巣ごもり消費の拡⼤で⾷料品や⽣活必需品の売上が増加 (南関東／卸売業)
● オフィス需要に変化があり、賃貸物件の空室が増え、利益が減少(南関東／不動産・物品賃貸業)
● コロナ禍で売上は減少したが、働き⽅の変更や新規顧客の開拓など、会社として良い刺激になった

(関⻄／建設業)
● SNSを利⽤して新規取引先の獲得ができた(関⻄／学術研究、専⾨・技術サービス業)
● 新しい⽣活様式に合わせたサービスを開発し、新規顧客を獲得できた(北関東／建設業) 
● コロナ禍で仕事ができない時間に後継者の教育(研修や資格取得等)に時間をかけることができた

(関⻄／建設業) 
● コロナ対策による補助⾦で設備投資を実施 (中国／運輸業)

良かった／悪かった 理由 (複数回答)

良かった理由 (n=1,349) 悪かった理由 (n=5,518)
件数 割合 件数 割合

１位 売上が拡⼤ 375件 28% 売上が縮⼩ 3,038件 55％

2位 利益が拡⼤ 371件 28％ 利益が縮⼩ 1,424件 26％

3位 従業員が成⻑した 111件 8% 借⼊⾦が増加 256件 5％

4位 新規顧客を獲得できた 83件 6% 従業員が減少 157件 3％

5位 設備投資ができた 74件 5% 新規顧客を獲得できなかった 145件 3％

2020年の経営環境の振り返り (⾃由回答)
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Ｑ３ コロナ禍において時間の使い⽅に変化はありましたか

71

29

時間の使い方の変化有無

• コロナ禍において｢時間の使い⽅が変化した｣は71％となりました。
• 費やす時間が増えたことは、｢家族との団らん｣が34％と最も多く、次いで｢オンラインでのコミュニ

ケーション｣が23％、｢運動｣｢テレビ・ラジオ｣が15％となりました。新しい⽣活様式を実践するなか
での変化がうかがえます。

費やす時間が増えたこ と

特に
変化なし

時間の使い方が変化した

34

23

15 15 14 14 12 11 10

家族との
団らん

ｵﾝﾗｲﾝ
での

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
(Zoom、
Skype等)

運動
(ｻｲｸﾘﾝｸﾞ・
ｴｸｻｻｲｽﾞ

等)

テレビ・
ラジオ

有料動画
配信ｻｰﾋﾞｽ

の利用
(Amazon
ﾌﾟﾗｲﾑ、

Netflix等)

ﾈｯﾄ記事、
SNSの
閲覧

(Youtube、
Instagram

等）

ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ
(睡眠・
休息・

入浴等)

読書 新型コロナ
感染拡大
以前より、

仕事に
かける時間
が増えた

ｎ=7,595
※複数回答

(％)

ｎ=10,715

(記載省略) ■掃除(10％) ■料理(7％) ■勉強(資格取得、ｳｪﾋﾞﾅｰ受講等) (6％)
■スマホアプリゲームやＴＶゲーム等(4％) ■ドライブ(4％)

2020年に読んだ最も印象に残っている本は何ですかＱ４

• 2020年に読んだ最も印象に残っている本は、｢⻤滅の刃｣が第1位、｢FACTFULNESS(ファクトフル
ネス)｣が第２位、｢嫌われる勇気｣が第３位となりました。

１位 ⻤滅の刃
仲間たちと共に⻤の脅威から⼈々を守る戦いを描く漫画

(吾峠 呼世晴) 71票

２位 FACTFULNESS(ファクトフルネス)
データを基に世界を正しく⾒る⽅法について解説

(ハンス・ロスリング、オーラ・ロスリング、
アンナ・ロスリング・ロンランド) 32

３位 嫌われる勇気 -⾃⼰啓発の源流｢アドラー｣の教え-
アルフレッド･アドラーの｢アドラー⼼理学｣を解説した書籍 (岸⾒ ⼀郎／古賀 史健) 12

4 アルルカンと道化師 (池井⼾ 潤) 10

〃 ７つの習慣 (スティーブン･R･コヴィー) 〃

〃 ⽇本国紀 (百⽥ 尚樹) 〃

〃 熱源 (川越 宗⼀) 〃

8 海賊とよばれた男 (百⽥ 尚樹) 9

9 ⽣き⽅ (稲盛 和夫) 8

〃 ⼤河の⼀滴 (五⽊ 寛之) 〃

〃 罪の声 (塩⽥ 武⼠) 〃

〃 反⽇種族主義 (李 栄薫) 〃

〃 論語と算盤 (渋沢 栄⼀) 〃

(敬称略／同順位は五十音順) n=2,210 ※複数回答

【その他】 ペスト(アルベール・カミユ) ／ 少年と犬(馳 星周) ／ 半沢直樹(池井戸 潤) ／ 蜜蜂と遠雷(恩田 陸) ／ ライオンのおやつ(小川 糸)
サピエンス全史(ユヴァル・ノア・ハラリ) ／ ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー(ブレイディ みかこ) など
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n=10,466
(％)

5
9

75

11

発生したが、未然に防げた
(被害なし)

＜全体＞ 被害を受けたことがある

発生したことはない
(認識していない)

5人以下 4,956

6～10人 1,973

11～20人 1,500

21人以上 1,950

5

5

5

7

7

9

8

13

76

75

77

72

12

11

10

8

＜従業員規模別＞
回答
件数

サイバー攻撃や社内関係者による情報漏えい等を経験したことはありますかＱ５

• ｢サイバー攻撃等を受けたことを認識している｣は14％となりました。
• 従業員規模別にみると、規模に関係なく、サイバー攻撃等の対象になることがうかがえます。

わからない

25 24 22 21

14 13
8

他の経営課題
よりも

優先度が低い

サイバー攻撃を
受けた場合でも
被害は少ない
と想定している

何から
取り組めば
よいのか

わからない

対策のための
コストが負担

対策のための
人材が不足

パソコンの設置
または

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを
接続していない

関係企業(取引先・
ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社等)から
求められていない

サイバー攻撃等を
受けたことを
認識している
14％

Ｑ６ 情報セキュリティ対策を実施していますか

75

25

情報セキュリティ対策有無

• 情報セキュリティ対策について、｢対策を⾏っている(検討中を含む)｣は75％となりました。
• 対策の内容は、｢ウイルス対策ソフトを導⼊｣が74％と最も多く、次いで｢パソコンのソフトウェアを

最新状態に維持｣が49％となりました。
• 対策を⾏っていない理由は、｢他の経営課題よりも優先度が低い｣が25％と最も多く、次いで｢サイ

バー攻撃を受けた場合でも被害は少ないと想定している｣が24％となりました。

情報セキ ュ リ テ ィ対策の内容

対策を
行っていない

対策を行っている
(検討中を含む)

n=7,386
※複数回答

(％)

ｎ=10,153
(％)

情報セキ ュ リ テ ィ対策を行っていない理由

74

49

25 24 24 19 10

自身・従業員
のﾊﾟｿｺﾝに
ｳｲﾙｽ対策
ｿﾌﾄを導入

自身・従業員
のﾊﾟｿｺﾝの
ｿﾌﾄｳｪｱを

最新状態に
維持

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
の強化

(ﾊﾟｿｺﾝﾛｸﾞｲﾝ､
顧客情報の

閲覧等)

危険な
ｳｪﾌﾞｻｲﾄ

への
ｱｸｾｽ制限

不審メールの
隔離・遮断

ｻｰﾋﾞｽの導入

情報ｾｷｭﾘﾃｨ
に関する
ﾎﾟﾘｼｰや

ﾙｰﾙを策定

自社の
重要情報等
の閲覧制限
(共有範囲

限定)

(記載省略) ■USBﾒﾓﾘ等の外部記憶媒体の利用制限(9％)
■ｾﾐﾅｰやｳｪﾌﾞｻｲﾄ等を活用し、情報ｾｷｭﾘﾃｨに関する情報収集(5％)
■役職員を対象とした情報ｾｷｭﾘﾃｨに関する研修の実施(4％)
■役職員を対象とした不審メール訓練の実施(2％)

n=2,271
※複数回答

(％)

■中小企業の情報セキュリティ対策ガイドライン(独立行政法人情報処理推進機構ＨＰ)

https://www.ipa.go.jp/security/keihatsu/sme/guideline/

※情報セキュリティ対策に取り組む際の、｢経営者が認識し実施すべき指針｣｢社内において対策を実践する際の手順や手法｣が
公開されています。

参考情報

https://www.ipa.go.jp/security/keihatsu/sme/guideline/
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【DIの推移 データ⼀覧】

※ＤＩとは、Diffusion Index(ディフュージョン・インデックス)の略で、好転(増加・上昇・過剰)したとする回答割合から、悪化(減

少・低下・不足)したとする回答割合を差し引いた値です。好転と悪化の割合が等しい場合、0となります。

ＤＩ ＝ (増加・好転・過剰などの回答割合) － (減少・悪化・不足などの回答割合)

北海道 東北 北関東 南関東 北陸・甲信越

7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲18.1 ▲19.3 ▲22.1 ▲16.5 ▲21.9 ▲27.9 ▲36.7 ▲39.8 ▲35.0 ▲35.9 ▲33.9 ▲32.9 ▲40.4 ▲39.9 ▲37.4 ▲31.5 ▲32.5 ▲34.8 ▲43.4 ▲42.9 ▲39.2 ▲38.4 ▲36.6 ▲32.3 ▲49.3 ▲47.4 ▲44.0 ▲41.9 ▲38.1 ▲33.6

地域内
業況

▲47.9 ▲52.5 ▲48.4 ▲45.1 ▲50.6 ▲53.7 ▲61.4 ▲66.2 ▲59.0 ▲60.2 ▲53.8 ▲50.7 ▲64.4 ▲60.2 ▲58.0 ▲50.3 ▲55.3 ▲55.2 ▲64.9 ▲65.0 ▲60.7 ▲58.7 ▲57.5 ▲56.4 ▲73.2 ▲70.7 ▲68.4 ▲64.7 ▲60.5 ▲59.1

従業員
過不足

▲36.7 ▲43.6 ▲38.1 ▲37.3 ▲33.3 ▲32.9 ▲30.5 ▲33.0 ▲32.7 ▲32.3 ▲33.7 ▲34.7 ▲22.9 ▲21.7 ▲25.2 ▲26.0 ▲25.2 ▲24.8 ▲26.2 ▲25.6 ▲26.3 ▲21.6 ▲22.3 ▲22.9 ▲21.0 ▲23.4 ▲24.8 ▲22.2 ▲23.5 ▲25.1

東海 関西 中国 四国 九州・沖縄

7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲48.4 ▲45.3 ▲42.9 ▲39.4 ▲33.7 ▲34.4 ▲43.2 ▲41.4 ▲41.9 ▲38.9 ▲36.4 ▲36.3 ▲36.9 ▲34.3 ▲34.3 ▲31.1 ▲23.1 ▲27.5 ▲38.9 ▲34.7 ▲37.7 ▲35.8 ▲32.8 ▲36.2 ▲32.8 ▲32.0 ▲29.9 ▲29.1 ▲22.8 ▲24.4

地域内
業況

▲71.0 ▲68.4 ▲63.7 ▲59.3 ▲56.3 ▲60.2 ▲64.1 ▲64.7 ▲62.9 ▲59.1 ▲57.3 ▲59.2 ▲56.2 ▲58.8 ▲53.0 ▲49.8 ▲44.0 ▲47.2 ▲61.8 ▲58.5 ▲54.9 ▲54.0 ▲52.0 ▲56.0 ▲50.9 ▲53.2 ▲48.9 ▲48.1 ▲43.5 ▲44.7

従業員
過不足

▲19.5 ▲18.3 ▲25.5 ▲22.3 ▲24.7 ▲25.7 ▲22.8 ▲24.0 ▲24.9 ▲23.4 ▲26.4 ▲28.2 ▲31.3 ▲32.6 ▲32.2 ▲30.2 ▲34.8 ▲34.4 ▲31.8 ▲31.7 ▲34.0 ▲35.7 ▲29.1 ▲28.0 ▲33.8 ▲34.1 ▲36.6 ▲35.8 ▲33.7 ▲34.2

本社(大阪) 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号
電話 06-6447-6111(代表)

(東京) 〒103-6031 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
電話 03-3272-6777(代表)
https://www.daido-life.co.jp/

製造業 建設業 卸・小売業 サービス業

7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲57.0 ▲58.8 ▲56.6 ▲52.8 ▲49.4 ▲46.6 ▲20.3 ▲18.0 ▲14.2 ▲13.3 ▲10.2 ▲11.6 ▲51.6 ▲47.6 ▲49.6 ▲46.5 ▲43.2 ▲42.9 ▲39.2 ▲39.3 ▲35.0 ▲33.4 ▲30.7 ▲31.2

従業員
過不足

▲12.2 ▲13.3 ▲17.9 ▲13.7 ▲14.9 ▲17.6 ▲46.4 ▲47.9 ▲49.0 ▲46.8 ▲47.8 ▲47.6 ▲16.2 ▲17.1 ▲20.0 ▲18.7 ▲18.2 ▲18.7 ▲26.2 ▲26.0 ▲26.9 ▲24.4 ▲27.5 ▲27.3

＜全体＞

＜業種別(直近6ヵ⽉)＞

＜地域別(直近6ヵ⽉)＞

5人以下 6～20人 21人以上

7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲44.5 ▲42.6 ▲42.3 ▲38.4 ▲37.9 ▲37.1 ▲36.9 ▲36.5 ▲32.2 ▲33.0 ▲27.8 ▲28.9 ▲39.3 ▲40.1 ▲36.0 ▲34.1 ▲28.2 ▲27.1

従業員
過不足

▲22.6 ▲22.7 ▲22.9 ▲21.2 ▲21.9 ▲21.9 ▲30.2 ▲30.9 ▲33.8 ▲30.2 ▲32.1 ▲32.5 ▲25.9 ▲27.5 ▲33.1 ▲30.6 ▲31.0 ▲34.8

＜従業員規模別(直近6ヵ⽉)＞

2017年 2018年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲5.7 ▲4.7 ▲4.5 ▲3.7 ▲4.5 ▲4.1 ▲4.4 ▲4.1 ▲4.3 ▲1.6 ▲1.5 0.2 0.4 0.5 ▲0.3 1.1 0.9 ▲0.8 ▲0.4 ▲1.1 ▲1.5 ▲1.0 ▲0.9 ▲0.6

将来 7.7 8.6 7.2 6.1 6.7 6.5 6.0 6.4 5.4 6.2 6.4 8.0 7.9 8.0 9.0 10.0 10.2 9.3 8.5 6.6 6.7 5.9 6.5 6.6

従業員
過不足

- - - - - - ▲35.9 ▲34.0 ▲33.9 ▲35.8 ▲36.2 ▲36.7 ▲38.2 ▲37.3 ▲41.8 ▲43.0 ▲40.6 ▲42.7 ▲42.0 ▲41.4 ▲42.1 ▲43.2 ▲42.2 ▲43.5

2019年 2020年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

業況 ▲1.4 ▲3.0 ▲4.6 ▲5.4 ▲4.9 ▲8.9 ▲9.8 ▲9.5 ▲10.5 ▲10.4 ▲9.6 ▲10.4 ▲12.0 ▲15.7 - ▲40.1 ▲45.0 ▲44.3 ▲40.9 ▲40.0 ▲37.7 ▲35.7 ▲32.7 ▲32.5

将来 4.4 5.2 3.0 1.1 0.4 ▲2.2 ▲0.1 ▲2.3 ▲2.4 ▲1.9 ▲1.4 ▲1.5 ▲0.1 ▲3.1 - ▲32.5 ▲24.9 ▲14.9 ▲11.4 ▲11.6 ▲5.4 ▲2.3 ▲1.8 ▲2.8

従業員
過不足

▲42.1 ▲43.6 ▲43.9 ▲44.2 ▲44.0 ▲40.7 ▲42.1 ▲41.9 ▲43.1 ▲42.9 ▲42.8 ▲41.4 ▲39.3 ▲40.7 - ▲27.3 ▲26.1 ▲25.6 ▲26.0 ▲26.5 ▲28.7 ▲26.2 ▲27.1 ▲27.8
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※2020年3月は新型コロナウイルスの影響を踏まえ調査を中止。

https://www.daido-life.co.jp/

